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供試材の AA7475 から、6 mm×8.5 mm×12 mm(1:1.41:2)の矩形状試験片を連鋳方向に
対して平行に切り出し、溶体化処理を 490 ℃で 12 時間、続いて 410 ℃で 6 時間過時効
処理を施した。初期組織は鋳造方向に 200～1000 μm、その直角方向に 50～200μm の
粗大な柱状の結晶粒組織であった。真ひずみ速度を一定に制御できる圧縮試験機を用い
て、圧縮方向を試験毎に 90 °ずつ回転させながら、パス間ひずみ⊿ε =0.7 の多軸鍛造
を行った。試験温度は T =300～673 K、ひずみ速度はε
．




(1) 変形応力は T =523 K では加工硬化後、加工軟化し、∑⊿ε= 2 付近から定常状態変
形を迎えた。T =573～673 K では、降伏後若干軟化し、∑⊿ε =1～2 付近において、
定常状態変形と類似の変形を示した。 
(2) T = 523～673 K における新微細粒形成過程は、3 つの Stage に分類することができ
る。①転位下部組織の形成が DBs のエンブリオに伴って起きる(Stage1(ε<2))。②
粒分割を導く巨視的 DBs の発達が、Stage2(2<ε<4)において DBs に沿った新粒形成
へ繋がる。③Stage3 の高ひずみ域(4<ε)では、新微細粒組織が発達する。 




(4) 多軸鍛造に伴う微視組織の発達は、Stage1 や Stage2 では加工温度に影響されない
が、Stage3 における高ひずみ域では新微細粒組織形成に大きな影響を与える。ひず
み誘起による新粒形成は、Stage1 や Stage2 で HABs となる核が形成され、Stage3
でその数の増加と高角化が進み、動的回復によって発達すると考えられる。 
 
